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２６日間の夏休みを終え、8月２１日（水）から２学期が 

始まりました。 

夏休みの課題や学習用具を両手に抱えて登校した子ども 

たち。朝から強い日差しが照りつけ、すでに汗だくでした 

が、元気にあいさつを交わしてくれました。 

始業式では、「みんなが幸せな学校」にさらに近づくこと 

を願って、以下のような話をしました。 

 

 皆さんは、「自分がされて嫌なことは、ほかの人にしてはいけません」って言われたことはありま 

すか？ ほとんどの人は、何度もそう言われてきたのではないかと思います。これはとても大切なこ 

とです。みんなが幸せな大堀小学校になるために、皆さんにはこれか 

らも自分がされて嫌なことはしないようにしてほしいと思います。 

今日は、もう一つ知っておいてもらいたいことがあります。それは、 

「自分がされて平気なことでも、ほかの人にはそうでないことがある」 

ということです。 

まずは、「自分がその人だったらどうしよう」と考えます。そこで終わりにせずに、「相手は自分と 

違う物差しを持っているかもしれないぞ」と考えて、もう一度、自分が今からしようとしていること 

を見直してみてほしいのです。人にはそれぞれ違いがあります。それを知って、認めて、大切にしあ 

っていきたいですね。そうすることが、みんなが幸せな学校につながっていくのだと思います。 

先生方も、がんばります。いっしょに、よい大堀小学校にしていきましょう。 

  

               

 

 

８月６日（火）に、学校運営協議会の立案

による、夏季休業中の学校図書室開放を行い

ました。 

当日は、２６人の申し込みがあり、大盛況

でした。児童は、久しぶりに会った友だちや

地域の方々と、読書や読み聞かせ、カードゲ

ームなど、楽しい時間を過ごしていました。 

集落支援員、学校運営協議会委員をはじめ、ご協力いただきました皆様、ありがとうございました。 

地域の方とのカードゲーム 好きな本に浸りました 



 

全国学力・学習状況調査の結果について
               

 

 

 

4月に6年生を対象に行われた調査で、本校は国語が県平均を下回り、算数は県平均と 

同程度という結果でした。 

【各教科の具体的な内容】 

国語は、「話すこと・聞くこと」の力がついている反面、「書くこと」・「言葉の特徴や使い方に関する事項」 

に大きな課題が見られました。算数は「速さと道のり・距離の関係の理解」「図形の意味や性質についての理 

解」が低い正答率となっています。国語・算数共に、思考力・判断力・表現力に比べ、知識・技能面につい 

ての正答率が低い傾向が見られました。 

【学習状況調査から見られる傾向】 

 

【今後に向けて】 

◎ 学校で力を入れていきたいこと 

・子どもの思いを大切に、振り返りと実生活を結び付けた課題を設定します。 

・根拠と理由を使い分けて、考えを伝える場面を設定します。 

・語彙力を高め、書く活動を推進します。（特に国語） 

・自分の考えや友だちの考えを説明する場面や、図や式を文字言語化して説明する場面を、単元の中に計画的 

に取り入れていきます。（特に算数） 

 

◎ ご家庭と連携しながら、力を入れていきたいこと 

・不安や悩みを相談しやすい体制づくりを進めると共に、「教育相談アンケート」等を生かしたきめの細かい 

支援を行っていきます。 

・学校の授業と家庭学習がつながるよう、児童が意欲的に取り組める家庭学習を奨励していきます。 

 

 

＜９月の主な予定＞ ※ 下校時刻については、下校時刻表等で確認してください。 
６日（金）校内相撲大会  1０日（火）～１３日（金）最上広域沖縄交流事業（６年２名参加） 

 １５日（日）大堀祭りパレード参加  １７日（火）振替休業日（１５日分） 

2６日（木）～２７日（金）通知表配付  ３０日（月）避難訓練  

全国や県と比較してのよさ 全国や県と比較しての課題 

○学校でのPC・タブレットの活用頻度が高い 

○地域の大人との関わりが多い 

○友だち関係に満足している児童が多い 

○話し合う活動を通して自分の考えを深めたり 

広めたりしている 

▲困りごとや不安な気持ちを相談できる大人が少な 

いと感じている児童が多い 

▲算数の学習が好きという児童が少ない 

 

 


